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報告第１号 

 

平成２６年度 事 業 報 告 

 

Ⅰ 継続事業 
１．国際交流事業 

① 世界を知る講演会「国際協力の現場から～アフガニスタン、イラクの経験～」 
＜５月１６日（金） 於：マリアージュ イン ベルコ＞ 

９.１１同時多発テロ以降、混迷したアフガニスタン・イスラム共和国

並びにイラク共和国に、事務所を開設するという極めて困難な任務を帯び

て、現地でご活躍された独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ
ジ ャ イ カ

）北海道国

際センター所長 松島 正明氏を講師にお迎えし、テレビ等では知ることの

できない両国の知られざる実情をご講演頂いた。 
参加者数：９０名（大人７３名、高校生１０名、外国人７名） 

 
② 国際交流の夕べ 
＜５月１６日（金） 於：マリアージュ イン ベルコ＞ 

会員相互の交流に加えて国際交流・国際協力への理解をより一層深め、市民活動の裾野を広げることを

目的として開催した。今回は、国際交流員（ＣＩＲ）や外国語指導助手（ＡＬＴ）等９名が参加した他、

滝川市教育委員会ＡＬＴエマ・マクレイン氏等による箏の演奏を行った。 
参加者数：６３名（大人５４名、外国人９名） 

 
③ テイラーさんのクラフト教室 
＜７月１２日（土） 於：滝川市まちづくりセンター“みんくる”＞ 

滝川市ＣＩＲローレル・テイラー氏を講師に迎え、テイラー氏の出身地である米国サウスダコタ州に関

わりが深いネイティブアメリカンについて理解を深め、ネイティブアメリカンのお守りである「ドリーム

キャッチャー」を制作した。 
参加者数：５名（大人３名、子ども２名） 

 
④ スプリングフィールド大学メアリー・べス・クーパー学長来滝記念講演会並びに歓迎交流会 
＜７月２５日（金） 於：ホテルスエヒロ＞ 

我が国へのバスケットボール導入１００周年を記念して、日本バスケ

ットボール協会が招待した米国スプリングフィールド大学バスケットボ

ール部と全日本選抜Ｂチームとの親善試合等出席のため、 
メアリー・べス・クーパー学長並びにデボラ・アルム国際交流部長が来

日した。この機会を捉えて２４日（木）～２６日（土）に國學院大學北

海道短期大学部が教育交流事業打ち合わせのためにお二人を招へいした

際に開催した。スプリングフィールド大学学長が来滝したのは初めて。 
参加者数：４２名 

 
⑤ 第１４回たきかわ納涼盆踊り大会支援事業 
＜８月１６日（土） 於：たきかわ文化センター特設会場＞ 

滝川市ＣＩＲナタリー・チェンバーズ氏が「ＴＥＡＭ ＪＥＴ
ジ ェ ッ ト

」を結成し、近隣市町ＡＬＴや自治体職

員協力交流事業（ＬＧＯＴＰ）モンゴル国研修員、ＪＩＣＡアフリカ研修員等と共に（一社）滝川青年会

議所が主催する標記事業に参加し、これまでの最高位となる２位を受賞した。 
参加者数：３５名（大人５名、外国人３０名） 
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⑥ 夏のインターナショナルフェスティバル 
＜９月６日（土） 於：丸加高原伝習館＞ 

ＣＩＲやＡＬＴの意見を元に、自然に親しみながら外国の方たちと交流を図る

「ＥＡＲＴＨ ＦＵＮ ＤＡＹ ｉｎ 丸加」として開催した。 
ＪＩＣＡアフリカ研修員やＬＧＯＴＰモンゴル国研修員、近隣市町ＡＬＴの協

力を得た本事業は、国際的な視野を持った青少年の育成に寄与するだけではなく、

自然体験ウォーク、木の葉や枝等の自然素材を利用したチームフラッグ作りを行うことで、環境問題等に

ついても考えるきっかけとして実施した。 
参加者数：５２名（大人１３名、子ども１０名、外国人２３名、ボランティア６名） 

 
⑦ 世界の料理教室 
＜１０月１８日（土） 於：滝川市まちづくりセンター“みんくる”＞ 

滝川市ＣＩＲナンザド・ガンチメグ氏、桑 琳琳氏、ナタリー・チェンバーズ氏、滝川市ＡＬＴ 
マーク・ショーセツ氏を講師に招き、４か国７種類の料理作りを通して、文化の違いや各国についての理

解を深めた。 
参加者数：２５名（大人１０名、子ども４名、外国人１１名、） 
 

⑧ ハロウィンのお化け屋敷 
＜１１月１日（土） 於：滝川市農村環境改善センター＞ 

ＡＬＴ等外国人が関わるハロウィンイベントとしては、道内最大規模である

本事業は、近隣市町ＡＬＴ等の協力を得て、今年で６回目を迎えた。今回は会

場を滝川市農村環境改善センターに移し、ガイコツをシンボルにしたメキシコ

のお祭り「Ｄａｙ ｏｆ Ｔｈｅ Ｄｅａｄ」をテーマとして実施した。テー

マに合わせ「ガイコツ投げゲーム」、「ブラックボックス」「ハロウィンボーリ

ング」等の新しいゲームを組み込んだ他、砂川市在住のローランド・オータ氏

監修の本格的なお化け屋敷は、子どもだけでなく大人の参加者にも大好評であった。 
参加者数：２２９名（参加者１７７名、ボランティア２６名、外国人２６名） 
 

⑨ 滝川西高等学校短期留学生派遣支援事業 
＜１１月５日（水）～２１日（金） １７日間 

於：米国マサチューセッツ州ロングメドー町、スプリングフィールド市、ワシントンＤ．Ｃ．他＞ 
今年で１１回目となる「滝川西高等学校短期留学生派遣事業」を支援した。本年度は同校２年 

鵜川 育美さん、若林 優希さんがロングメドー高校等に派遣された。 
派遣人数：３名（生徒２名、随行１名） 

 
⑩ 第２４回ジュニア大使訪問団派遣事業 
＜１１月５日（水）～１２日（水） ８日間 

於：アメリカ合衆国・マサチューセッツ州スプリングフィールド市、ロングメドー町他＞ 
本年２４回目を迎えたスプリングフィールド市訪問では、バスケットボール殿堂館、プットナム実業高

校の視察訪問を通して、姉妹都市との友好親善を深めた。 
また１０回目の訪問となったロングメドー町では、本事業のハイライトであ

る３泊４日のホームステイが行われ、言葉や文化を超えた友情を育んだ。さら

に、ロングメドー高ローリー・スナイダー教諭の提案で３年前からはじまった、

「Ｊａｐａｎ Ｃｕｌｔｕｒｅ Ｎｉｇｈｔ」では、町民に滝川市との交流に

ついて理解を深めてもらったとともに、現地在住日本人や元ジュニア大使のホ

ストファミリーなどで結成され、受け入れをサポートしてくれる「Ｔａｋｉｋａｗａ Ｆｒｉｅｎｄｓ」

が構成されるなど、交流の裾野が町全体に広がり始めている。さらに「ホール・イン・ザ・ウォール・ギ

ャング・キャンプ」、ワシントンＤ.Ｃ.の視察等をとおして、米国のボランティア精神や教科書だけでは学

べない米国の歴史についても学んだ。 
派遣人数：８名（中学生２名、高校生４名、団長１名、随行１名） 
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⑪ 「中国映画から見る北海道の魅力」事業支援 
＜平成２７年１月３１日（土） 於：滝川市役所＞ 

中国で大ヒットし、北海道ブームの火付け役となった映画「狙った恋の落とし方（原題：非诚勿扰）」

（２００８年）を題材に、滝川市ＣＩＲ桑 琳琳氏が中国の若者たちの結婚事情等について解説を行った

本事業を支援した。 
 参加者数：２７名 

 
⑫ 世界の料理教室（中国・モンゴル国の旧正月の体験へようこそ！） 
＜平成２７年２月２１日（土） 於：滝川市まちづくりセンター“みんくる”＞ 

中華人民共和国とモンゴル国では１年のうち、最大の祝日である旧正月（春節）の祝い方を紹介した他、

両国のお菓子作りや今年の干支である羊のペーパークラフト制作を通して旧正月について理解を深めた。 
参加者数：１３名（大人８名、子ども２名、外国人３名） 

 
⑬ 第１３回たきかわ紙袋ランターンフェスティバル制作体験ワークショップ 
＜平成２７年２月２８日（土） 於：猪股興産ビル＞ 

一昨年から標記フェスティバルの当日ワークショップを当協会が実施している。今年も市内外在住外国

人の協力により国際色豊かな紙袋ランターンづくりのワークショップを行い、来場者から大好評を博した。 
 参加者数：８４名 


